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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
 
１．機関内規程 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 
   □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 機関内規程を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「国立大学法人鹿児島大学動物実験委員会規則」、 

「鹿児島大学における動物実験に関する申し合わせ」、「鹿児島大学における飼養保管施設及び実験室に関

する基準」 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（以下、「基本指針」という。）、

「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下、「飼養保管基準」という。）に即した機

関内規程ならびに内規等が定められている。よって、機関内規程について、基本指針に適合する機関内規

程が定められていると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
 特になし。 

 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 
   □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験委員会を設置していない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「国立大学法人鹿児島大学動物実験委員会規則」 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
文部科学省の基本指針に則り、動物実験委員会による動物実験計画書の審査、動物実験の実施状況および

結果の把握、飼養保管施設・実験室の調査、承認、教育訓練の実施等、動物実験の適正な実施のために必

要な体制が構築されている。また、基本指針にある 3 種の要件をもとに委員会委員を構成している。よっ

て、動物実験委員会について、基本指針に適合する動物実験委員会が置かれていると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 
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３．動物実験の実施体制 
（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 
   □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験の実施体制を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「鹿児島大学動物実験計画書」、「鹿児島大学動物実験計画

書（変更・追加）」、「動物実験報告書」、「飼養保管施設設置承認申請書」、「実験室設置承認申請書」、「施設

等（飼養保管施設・動物実験室）廃止届」 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」において、動物実験計画の立案、審査・承認・結果報告の

手続きが規定されており、文部科学省の基本指針に即した動物実験の実施体制が整備されている。また、

これらの手続きに必要な各種様式も定められている。よって、動物実験の実施体制について、基本指針に

適合し、動物実験の実施体制が定められていると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
動物実験の実施状況や結果を学長が確認、把握できる体制が継続して維持、実行されているか、定期的に

確認を行う必要がある。 

 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
（遺伝子組換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？） 
１）評価結果 
■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 
□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学病原体等安全管理規則」、「鹿児島大学における病原体等の管理要領」、「発がん物質等危険物

質を用いた動物実験に関するガイドライン」、「鹿児島大学放射線安全管理規則」、「鹿児島大学遺伝子組換

え実験安全管理規則」 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
安全管理を要する動物実験において、「鹿児島大学病原体等安全管理規則」、「発がん物質等危険物質を用い

た動物実験に関するガイドライン」、「鹿児島大学放射線安全管理規則」、「鹿児島大学遺伝子組換え実験安
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全管理規則」等の必要な規則が定められている。よって、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制に

ついて、基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
特になし。 

  
５．実験動物の飼養保管の体制 
（機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管理者が置かれている

か？） 
１）評価結果 
   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「飼養保管施設設置承認申請書」、「実験室設置承認申請書」、

「鹿児島大学における飼養保管施設及び実験室に関する基準」、「本学における飼養保管施設及び実験室に

関する基準に基づく点検事項」、各飼養保管施設の飼養保管マニュアル、緊急時対応マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
郡元、桜ケ丘、下荒田キャンパス全てに飼養保管施設が設置され、それぞれの飼養保管施設でマニュアル

が策定されている。また、動物実験における緊急時マニュアルも全ての部局で制定されており、飼養保管

体制は整備されている。一方で、飼養保管基準に明記されている「日常的な動作を容易に行うための広さ

及び空間を備える」ならびに「傷害等を受けるおそれがない構造とする」要件が「鹿児島大学における飼

養保管施設及び実験室に関する基準」には含まれていない。また、実験動物および飼育環境の記録に関す

る整備が不十分な飼養保管施設が認められる。よって、実験動物の飼養保管の体制について、概ね良好であ

るが、一部に改善すべき点があると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 

「鹿児島大学における飼養保管施設及び実験室に関する基準」に「日常的な動作を容易に行うための広さ

及び空間を備える」ならびに「傷害等を受けるおそれがない構造とする」要件について追記する。 

実験動物および飼育環境の記録に関する整備が不十分な飼養保管施設が認められる。2019 年度以降の現地

調査時に確認、指導を行う予定。また、飼養保管基準の解説書（環境省）を参考に「本学における飼養保

管施設及び実験室に関する基準に基づく点検事項」を見直し、改善を図る必要がある。 

緊急時マニュアルの多くで災害後復旧までの対応について記載がないので 2019 年度に見直しを実施する。 
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６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 
特になし。 

 
 
Ⅱ．実施状況 
 
１．動物実験委員会 
 （動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「国立大学法人鹿児島大学動物実験委員会規則」 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
動物実験委員会が設置され、動物実験計画の審査、飼養保管施設や実験室の調査、自己点検・評価等、基

本指針や機関内規程に定められた動物実験委員会の活動が実施され、議事録も保管されている。よって、

動物実験委員会について、基本指針に適合し、適正に機能していると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
3 次審査までの間の施政者とのやり取りを保管しておくことが望ましく、保管方法について検討が必要で

ある。 

 
２．動物実験の実施状況 
 （動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「動物実験報告書」 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
文部科学省の基本指針や「鹿児島大学における動物実験に関する規則」に基づき動物実験計画書が適切に

審査されている。また、「動物実験報告書」もほぼ 100％提出されており、学長へ報告されている。よって、

動物実験の実施状況について、基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されていると判断する。 
４）改善の方針、達成予定時期 
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特になし。 
 
３．安全管理を要する動物実験の実施状況 
（当該実験が安全に実施されているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
   □ 該当する動物実験を行っていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学病原体等安全管理規則」、「鹿児島大学における病原体等の管理要領」、「発がん物質等危険物

質を用いた動物実験に関するガイドライン」、「鹿児島大学放射線安全管理規則」、「鹿児島大学遺伝子組換

え実験安全管理規則」 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
遺伝子組換え動物実験、病原体を用いた感染実験、発がん等危険物質を用いた実験など。安全管理に注意

を要する動物実験が適正に実施され、安全管理上の問題も生じていない。よって、安全管理を要する動物

実験の実施状況について、基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されていると判断する。 
４）改善の方針、達成予定時期 
動物実験委員会委員が安全管理を担当する他の委員会委員を兼務するなど、委員会間の情報共有を可能と

する体制を整備する必要がある。 

 
４．実験動物の飼養保管状況 
（実験動物管理者の活動は適切か？ 飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されている

か？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「鹿児島大学における飼養保管施設及び実験室に関する基

準」、「本学における飼養保管施設及び実験室に関する基準に基づく点検事項」、各施設から提出された「飼

養保管マニュアル」、緊急時対応マニュアル、飼養保管施設自己点検表 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
実験動物の飼養保管については「鹿児島大学における動物実験に関する規則」、「鹿児島大学における飼養

保管施設及び実験室に関する基準」が定められている。また、それぞれの飼養保管施設に対応した飼養保

管マニュアルが策定され、それに基づき実験動物が適正に飼養保管されている。よって、実験動物の飼養
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保管状況について、基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施していると判断する。 
４）改善の方針、達成予定時期 
2019 年度に郡元キャンパスにおける全ての飼養保管施設について、現地調査を実施する。なお、桜ケ丘キ

ャンパスは 2020 年度実施予定。その際に微生物モニタリングの実施状況について調査を行い、対応につ

いて検討する。 

 
５．施設等の維持管理の状況 
（機関内の飼養保管施設は適正な維持管理が実施されているか？ 修理等の必要な施設や設備に、改

善計画は立てられているか?） 
１）評価結果 
   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
各施設の飼養保管マニュアル、飼養保管施設自己点検表 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
それぞれの飼養保管施設のマニュアルに施設の維持、管理方法や機器、設備の保守、点検方法について記

載のない施設が認められる。また、実施状況を確認するための動物実験委員会による調査も実施されてい

ない。中核施設である動物実験施設や他の飼養保管施設で老朽化が進んでおり、改善すべき点が認められ

る。よって、施設等の維持管理の状況について、概ね良好であるが、一部に改善すべき点があると判断す

る。 
４）改善の方針、達成予定時期 
2019 年度の飼養保管施設の調査時に施設の維持管理状況についても確認する。また、飼養保管施設の

老朽化の現状について、大学側に理解してもらうための方策を委員会として検討する必要があり、老朽化

対策のための予算申請等、今後も継続していくべきである。 

 
６．教育訓練の実施状況 
（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？） 
１）評価結果 
   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
教育訓練受講記録、教育訓練スライド 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
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動物実験に関する教育訓練は毎月実施され、飼養者、実験実施者のみならず、学生実習で動物を使用する

学生も受講対象となっている。また、留学生を対象とした英語による教育訓練も実施されている。教育訓

練の内容は法律、機関内規程、動物実験の方法、人獣共通感染症等であり、受講記録も整備、保管されて

いる。一方、実験動物管理者に対する教育訓練は実施されておらず、日本実験動物学会が主催する管理者

講習会についての情報提供も不十分である。また、講義等で実施した教育訓練を受講した学生の情報を学

部のみで把握しているケースが見受けられる。よって、教育訓練の実施状況について、概ね良好であるが、

一部に改善すべき点があると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
実験動物管理者に対する教育訓練を実施するか、日本実験動物学会が主催する管理者講習会の周知法につ

いて改善する必要がある。また、受講した学生を学部のみでなく、大学側が正確に把握するよう努める必

要がある。再教育訓練（教育訓練受講済みの方を対象とした更新制度）については一部の学部や研究科で

取り組み始めているが、全学レベルでの制度制定について今後検討を行う。 

 
 
７．自己点検・評価、情報公開 
（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？） 
１）評価結果 
   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
平成 21 年度以降の「自己点検・評価報告書」、鹿児島大学情報公開のホームページ（動物実験の情報） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
平成 21 年度以降毎年、自己点検・評価が実施されている。また、大学のホームページ上に「鹿児島大学に

おける動物実験に関する規則」、「自己点検・評価報告書」、「動物実験計画書の承認件数」、「飼養する動物

種および匹数」等を含めた本学における動物実験に関する情報が公開されている。しかし、最新の動物実

験委員会規則や国立大学法人動物実験施設協議会（以下「国動協」という。）で要請する情報公開の項目が

一部公開されていない。よって、自己点検・評価、情報公開について、概ね良好であるが、一部に改善す

べき点があると判断する。 

４）改善の方針、達成予定時期 
最新の「国立大学法人鹿児島大学動物実験委員会規則」を公開し、国動協が要請する項目との整合性につ

いて確認、公開内容の改善を図る必要がある。 

機関内規程を補足する「鹿児島大学における動物実験に関する申し合わせ」についても公開することを検
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討する。 

 
８．その他 
（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 
全学における動物実験の実施状況および実験動物の飼養保管状況について今後も正確な把握に務めなけれ

ばならない。 

 


